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三河湖観光周辺整備活用計画 概要版 

1. 三河湖観光の整備・活用の基本理念 

基本理念：持続可能な観光まちづくり 

「経済」 
観光に関連する産業の経営が成り立つことで、地域内での生産や雇用の創

出に繋がり、地域経済が維持されています。 

「環境」 
三河湖及びその周辺の地域資源を維持・活用することによって、地域の自

然や文化が守られ、地域の環境が維持されています。 

「社会」 
観光事業者だけでなく、地区内外から新たな観光まちづくりの担い手を育

成・確保してくことで、地域社会が維持されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 整備・活用計画の主な取組み 

三河湖観光地の整備・活用の基本理念を踏まえ、方向性と主な取組みの全体像を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・利用者の傾向 

・観光消費動向 

・  

・  

・  

三河湖の 

観光地としての

魅力向上 

地域資源の 

維持・活用 

 

 

①  

②おもてなし施設の整備 

③観光案内機能の向上 

⑤道路・遊歩道の維持・保全や支障木の管理 

⑥  

④イベント・アクティビティの導入・実施 

⑦新たな担い手の受入、発掘（体制づくり） 

・  

・  

現状 

 

方向性 

 

取組み 

 

環境 経済 

社会 

三河湖を核とした観光 
観光資源が守られる 
三河湖周辺にとって・・・ 

・良好な自然環境の維持 

・地域資源・文化の維持 

下山地区にとって・・・ 

・森林や田畑等の生産環境維持 

・地域の暮らし（定住）、生活環境

の維持 

新たな担い手の確保 
三河湖周辺にとって・・・ 

・交流人口、関係人口の増加 

・新たな社会活動が生まれる 

下山地区にとって・・・ 

・事業のノウハウ、地域の誇りが引き継がれる 

・移住や地域活動の担い手の増加 

経営として成り立つ 
三河湖周辺にとって・・・ 

・事業の持続性・雇用、産業の維持 

・飲食・イベント等の磨き上げ 
下山地区にとって・・・ 

・地域経済の活性化 
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3. 三河湖周辺の各施設別の整備・活用方針 

観光地全体として魅力向上を図るため、各施設が連携・役割分担を行いながら、各施設の

機能を強化します。各施設の強化すべき機能と整備・活用方針は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山遊里：観光資源（農畜産物）活用拠点 

現在の機能 物販、軽食・特産品開発 

新たな活用 山村周遊(レンタサイクル) 

 

民間 7 施設：飲食･宿泊機能 

現在の機能 

和食中心の食事 

宿泊（民宿・バンガロー） 

レンタサイクル* 

キャンプ、釣り* ＊腰掛山荘 

 

三河湖園地：自然体験拠点 

現在の機能 散策、三河湖への展望 

向上する 

機能 

道路・遊歩道の維持・保全 

部分的な支障木の伐採 

新たな活用 自然体験プログラムの充実（森

林セラピー、ヨガ、自然観察、

バードウォッチングなど） 

 

民間アクティビティ 

現在の機能 
ボート（三河湖ボート） 

釣り（三河湖漁協） 

新たな活用 
三河湖を活用したアクティビ

ティ（SUP やカヌーなど） 

 その他 

新たな整備 
周遊の妨げとなるなどポイ

ントを絞った支障木の伐採 

 

三河湖観光センター：集客・周遊・滞在の拠点 

現在の機能 ボート、散策拠点 

整備する 

機能 

トイレ、駐車場（拡張） 

飲食、物販（周辺との差別化） 

情報提供（看板・紙・Web） 

三河湖への展望（テラス） 

新たな活用 集客・周遊・滞在拠点、観光案内 

 
原石山広場・記念公園：イベント拠点 

現在の機能 

三河湖への展望・休憩 

三河高原アドベンチャー 

(受付、SUP、カヌー、ボート、MTB） 

WRC のゴール地点 

新たな活用 その他イベント会場、駐車場、フ

ォトスポット 

 

香恋の館：観光資源（企画・販売）活用拠点 

現在の機能 

雑貨中心の物販、食事 

休憩、ドッグラン、郷土館 

レンタサイクル 

新たな活用 イベント企画・実施 
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4. 三河湖観光センターの整備計画 

 

既存の観光センターの建物の規模を縮小ながらも、集客・送客機能を維持・強化するため

新しい三河湖観光センターを整備します。 

 

 

 

◆三河湖観光センターの整備イメージ   

    

 

 

◆整備概要 

1）三河湖の眺望を活かした展望デッキの整備 

2）案内看板の更新 

3）観光情報・休憩施設の機能強化 

4）屋外公衆便所の更新 

5）駐車場の拡充 

6）移動販売車等による飲食・物販機能の導入 

7）屋根付き多目的広場の整備 

展望テラスのイメージ 観光情報スペースと多目的広場のイメージ 
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5. 事業の進め方 

(1) 整備活用の推進の考え方 

本計画の推進にあたり、持続可能な観光まちづくりを推進することを目指し、三河湖の利用

者ニーズの変化にきめ細かに対応するため、計画・実行・評価のサイクルを重視します。 

 

整備推進の考え方 

計画 具体的な活用をイメージして整備内容を検討する 

実行 優先順位を決め、小さな取組から始める 

・期間や場所を限定した小規模な試行 

・実際の人材（担い手）でできる範囲から開始する 

評価 状況に応じて柔軟かつ大胆に見直す 

・事業を柔軟に見直せる段階的な整備、取組 

・担い手育成に合わせた見直し 

・投資と維持の適正な規模の費用 

(2) 計画事業のロードマップ 

各取組みの推進にあたっては、状況に応じて柔軟に計画を見直しながら段階的に実施します。 

年度 
取組み  

令和 5 年度 令和 6 年度 令和７年度 

【重点】三河湖観光センター再整備    

(取組 1)魅力的な景観づくり 
   

(取組 2)おもてなし施設等の強化 
   

(取組 3)観光案内機能の向上    

(取組 4)観光消費と周遊を高める 

イベント・アクティビティの導入・実施 

   

(取組 5) 遊歩道の維持・ 

保全や支障木の伐採等 

   

(取組 6) 観光資源の活用    

(取組 7) 新たな担い手の受

入、発掘（体制づくり） 

   

 

(3) 重点事業及び体制づくりについて 

三河湖観光センター再整備を重点事業として整理し、継続して事業実施できる体制づくりを

進めます。 

計画

実行評価

選定 解体・整備 設計 供用 

新たなアクティビティやイベントの検討 
siko 

継続実施 

継続して事業実施できる体制の検討・構築 運用・改善 

 誘致活動 

民間での試行的な実施 

新たな自然体験の導入検討  

三河湖観光センター展望デッキ整備 

原石山広場、三河湖園地からの景観維持 

 

 

供用 

運用 

観光看板・デジタルサイネージ整備 将来的な案内機能の検討 

継続実施 


